
生産活動での環境保護�

生産活動から排出される廃棄物については、廃棄物分

別の徹底によるリサイクル拡大や豊浦工場に設置したＲ

ＤＦプラントの稼動、電線工場・豊浦工場・土浦工場に

設置してある廃液濃縮設備の活用による自社内処理な

ど事業所での強力な活動によって処理委託廃棄物量

の大幅な削減が達成されました。一方、最終処分量は

塩化ビニル屑の中間処理委託が滞り処分量増加になり

ました。�
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1900

廃酸  1.2％�

   廃プラスチック  90.1％�

その他  4.1％�

廃アルカリ  2.9％�

ガラス陶磁器  1.7％�

処理委託廃棄物量推移�

最終処分量推移�

廃棄物・有効利用等の処理フロー（2000年度）�

最終処分量の種類別内訳比率�
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